
第
三
十
号
は
平
成
二
十
六
年
九
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

（
平
成
二
十
六
年
八
月
～
九
月
）

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
十
日（
日
）、八
月
二
十
四
日（
日
）、九
月
七
日（
日
）、

　
　
　
九
月
二
十
一
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、午
前
六
時
半
集
合

内
容―

坐
禅
〜
法
要
〜
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
本
堂
　
参
加
費―

無
料

備
考―

椅
子
坐
禅
可
　
服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。ス
カ
ー
ト
不
可
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
二
十
四
日（
日
）、九
月
二
十
二
日（
月
）

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

内
容―

禅
語
・
仏
教
語
ト
ー
ク
〜
写
経
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　
備
考―

椅
子
席
あ
り
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
六
年
八
月
〜
九
月
）

次
号
の
ご
案
内

行
事
報
告

■
八
月
十
三
日（
水
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時
半「
迎
え
火
萬
灯
会
」

■
八
月
十
六
日（
土
）午
前
十
一
時
〜
正
午「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」

■
八
月
十
六
日（
土
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時
半「
送
り
火
萬
灯
会
」

■
九
月
二
十
三
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り

「
秋
季
　
彼
岸
会
法
要
」

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
六
回

寺

去
る
、
六
月
十
八
日
（
水
）
午
後
七
時
よ
り
、
当
寺
本

堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
一
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
中
島
敬
子
先
生
ご
指
導
の
も
と
ヨ
ー
ガ
を
体
験
。

終
了
後
は
、「
仏
教
夜
話  
第
二
回
　
知
っ
て
る
つ
も
り

！
？
日
本
の
仏
教
宗
派
」
と
題
し
て
、
副
住
職
よ
り
お

話
申
し
上
げ
ま
し
た
。
男
性
参
加
者
が
四
名
を
数
え
、

本
企
画
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
回
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
九
月
〜
十
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
車
イ
ス
用
仮
設
ス
ロ
ー
プ
と
乗
り
換
え
用
車
イ
ス

を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
庫
裡
正
面
玄
関
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
〉

○
献
灯
料
：
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
・
五
百
円
（
迎
え
火
用
・

送
り
火
用
そ
れ
ぞ
れ
）

○
販
売
：
八
月
九
日
（
土
）
よ
り
、
当
寺
事
務
所
に
て
。

〇
備
考
：
迎
え
火
・
送
り
火
両
日
と
も
、
午
後
六
時
ま
で

に
当
寺
山
門
付
近
の
テ
ン
ト
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に
は
、
亡
き
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

「
〇
〇
家
先
祖
代
々
供
養
」「（
戒
名
）
霊
位
供
養
」
等
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。

※

当
寺
に
て
お
預
か
り
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー

は
、
献
灯
用
キ
ャ
ン
ド
ル
（
二
百
円
）
を
ご
購
入
く
だ
さ

っ
た
方
の
み
の
献
灯
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

永
代
供
養
墓
苑
建
立
の
お
知
ら
せ

　
近
年
、
当
山
の
檀
徒
に
お
い
て
も
、
若
年
層
の
都

市
部
へ
の
流
出
や
核
家
族
化
に
伴
っ
て
、
墓
地
継
承

者
が
不
在
と
な
る
、
も
し
く
は
未
定
で
あ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
永
代
供

養
墓
建
立
の
要
望
が
当
山
に
も
急
増
し
て
い
る
状
況

を
鑑
み
、
永
代
供
養
墓
の
建
立
を
計
画
い
た
し
ま
す
。

※

寄
附
・
志
納
は
募
ら
ず
、
基
金
を
作
り
建
立
・
運
営
致
し
ま
す
。

【
形
式
】
合
祀
散
骨
墓
・
集
合
墓
（
三
十
三
回
忌
以

降
は
合
祀
）
の
二
形
式
。

【
供
養
】
春
・
秋
彼
岸
、
盂
蘭
盆
会
に
合
同
供
養

車イスは介助用です

仮設スロープは、正面玄関下足入れ上に
常備してあります

【
対
象
】
む
つ
市
大

畑
地
区
内
及
び
近

郊
に
継
承
者
が
い

な
い
、
も
し
く
は

継
承
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

等
の
事
情
の
あ
る

方
。

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
八
月
十
三
日
よ
り

配
布
予
定
の
案
内
書
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

こ
こ
数
年
開
催
し
て
参
り
ま
し
た「
迎
え
火
萬
灯
会
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
す
が
、「
行
き
た
く
て
も
、
盆
の
入
り
の
日
は
家
族
・
親
戚
と
食
事

を
共
に
す
る
の
で
行
け
な
い
」
な
ど
の
声
が
か
ね
て
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
休
止
す
る
こ
と
と
し
、
時
宜
に
か
な
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
迎
え
火
・
送

り
火
兼
用
の
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
別
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
度
重
な
る
変
更
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
当
山
行
事
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。（
副
住
職
）


